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都市再生整備計画の目標及び計画期間 1/5

市町村名 地区名 面積 74.4 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成21年度 平成26年度

人／9ｈ 平成21年度 平成26年度

万人 平成21年度 平成26年度

都道府県名 秋田県 秋田市 秋田駅周辺地区
あ き た え き し ゅ う へ ん ち く

（第
だい

二
に

期
き

）

計画期間 交付期間

従前値

26

第一期計画の成果、課題
●秋田駅東西歩道橋（Ｗeロード）の自転車通行が可能となり、駅東西間の連続性が強化された。今後、自転車が利用しやすいまちにむけた各種施策を進め、低炭素型都市への転換を目指す。
●まちづくりにおける地域共通のキーワードとして、本市固有の地域資源である秋田杉に着目し、本市の玄関口である秋田駅西口広場バス停広場の修景整備を行った結果、県外に向けたイメージ戦略に役立ったほか、市民からも大変
好評となっている。今後も地域の特色を活かした個性あるまちづくりの促進が必要である。
●秋田駅周辺に多数存在する低未利用地が地域イメージを損ねているばかりでなく、地価の下落等を引き起こす要因となっていたことから、低未利用地活用検討調査を実施し、その結果を踏まえ、中心市街地内の土地所有者や民間事
業者に対するヒアリング等を実施した結果、ようやく事業の動きも出始めてきている。
●駅西北および駅東区域については、土地区画整理事業の進捗に伴って行き止まりや狭隘道路が解消するとともに宅地の再配置が進んでおり、市街地の安全性、防災性が向上し、民間マンションの立地もみられるようになっている。第
二期計画では、引き続き、効率的な事業推進に努めるとともに、地区住民との対話を一層密にし、地区内の生活環境の改善を図る必要がある。
●ＪＲ秋田駅、ＮＨＫ秋田放送局、アルヴェが連携したイベント等を開催したほか、まちづくりの担い手育成講座を開設し、まちづくり活動体制の仕組みづくりを進めた。
　第二期計画では、アルヴェだけにとどまらず、秋田駅東西連絡自由通路（ぽぽろーど）や駅西側商業施設と連携したイベントの実施等、駅東西間の一体的な賑わい創出を図るほか、大規模商業施設に隣接した中通二丁目バス広場内
の整備については、公共交通拠点とにぎわい拠点双方の機能を強化させるため、市民やNPO、商業者等と関係部局の連携により取り組んでいく。

●秋田市は、秋田県の日本海沿岸地域の中央に位置し、秋田県の県都として、また北日本の中心都市として着実な発展を遂げ、平成９年には中核市に移行した。平成21年４月１日現在の人口は325,091人、世帯数は132,855世帯となっ
ている。
●当地区の一部を含むＪＲ秋田駅西側については、本市駅前の中心商業地として、商業・業務機能が集積している地域であるが、近年のモータリゼーションの進展、大型店の郊外進出等による中心市街地の空洞化が進んでいる。
●地域経済の低迷、地権者のノウハウや資金不足、土地の売却に対する抵抗感等を背景として、平面駐車場等の低未利用地が多数存在しており、その有効活用は進んでいない。
●ＪＲ秋田駅東側については、近年の土地区画整理事業等によって基盤整備や公共施設整備が進められてきているが、駅西側と比較すると、低未利用地が多い。また、駅北東区域においては、既存の農道や私道を利用した宅地で形成
されており、公共施設の未整備とともに住宅地が無秩序に広がっている状況である。
●秋田市総合計画において、当地区は、県都の顔であり高次集積都市の中核を担う市中心部のにぎわいを創出するために整備を進める地区として位置づけられている。
●当地区は、平成20年７月に策定された「秋田市中心市街地活性化基本計画」の区域内に一部包含されており、同計画における「訪れる人による賑わいづくり」、「住む人による賑わいづくり」「商店街の活力による賑わいづくり」を目指し
て、核施設の整備とそれらを結ぶ歩行者軸の強化による活性化の方向が示されている。
●東西軸の整備については、平成９年３月の秋田駅の橋上化に合わせて「秋田駅東西連絡自由通路」が完成し、さらに平成12年７月には、駅西側大規模商業施設まで延伸されており、平成20年度に秋田駅東西歩道橋（Weロード）の自転
車利用者のための施設整備が完成し、交流環境が整いつつある。
●核施設の整備については、当地区のリーディングプロジェクトとして、平成16年７月に、民間と公共の複合施設である「秋田拠点センターアルヴェ」が建設された。あわせて、秋田拠点センターアルヴェと秋田駅東西連絡自由通路とを結
ぶ「駅東人工地盤」が整備された。また平成20年３月にアルヴェの東側隣接地には、ＮＨＫ新秋田放送会館が移転し、放送が開始された。
●当地区のうち61.6haにおいて、3つの土地区画整理事業が行われ、平成1７年度に完成した秋田駅東拠点地区10.3haのほか、秋田駅東第三地区、秋田駅西北地区が現在施行中である。

●秋田市総合計画では、郊外への住宅地の拡大を抑制し、既成市街地へ人を引き寄せるまちづくりが必要であるとされ、その実現のため、当地区については、高次の都市機能を複合した都心軸を形成し、多様な都市機能が連携した、魅
力的で活力ある市街地整備を促進する地区として位置づけられている。
●都市計画マスタープランでは、中心市街地においては、中心市街地活性化基本計画に基づき、都市機能の導入や市街地整備を推進するとともに、特に駅東地区については都心機能の導入を図り、また、土地区画整理事業の推進を図
ることなどが位置づけられている。

大目標：駅東西の一体的整備と健全な市街地形成による、魅力的で活力あるまちづくり
   目標１  土地区画整理事業の推進により、健全な市街地の形成、市民の生活環境の向上を図り、減少傾向にある秋田駅周辺地区の居住人口の維持を図る。
　 目標２　秋田拠点センターアルヴェを核として、駅周辺のにぎわい創出を促進する。
 　目標３　駅周辺において、市民等が多目的に利用できる環境整備を図り、地域のエリアマネジメントへの取り組みを支援する。

指　　標 目標値定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

土地区画整理事業区域を含む小字別住民基本台帳の人口
数（各年11月１日現在値）の比較

336

２．秋田駅東口の通行量

３．拠点センターアルヴェの入館者
数

アルヴェやＮＨＫ、ぽぽろーどなどで開催されるイベント等により、秋
田駅東西間の一体的なにぎわいの創出を図る。

１．区画整理事業区域等の居住人
口

4,730

336秋田拠点センターアルヴェの年間入館者数の比較

行き止まり道路や狭隘道路の解消と宅地の再配置を進め、市街地
の安全性、防災性の向上を図る。

14,676ぽぽろーど東口の通行量（休日・9時間）の比較 15,000
アルヴェやぽぽろーどなどで開催されるイベント等により、秋田駅東
西間の一体的なにぎわいの創出を図る。

4,730



都市再生整備計画の整備方針等 2/5

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動について
　  秋田駅周辺地区のまちづくりに関するフォーラムの開催や、まちづくりの担い手育成講座の開設、ワークショップ、研修会、意見交換などを引き続き実施し、まちづくりに対する意識の高揚と市民活動の育成を図る。

○まちづくり交付金事業（第二期）による整備について
　  当地区は、県都の顔であり、平成５年度から実施した都市拠点総合整備事業、平成12年度から17年度まちづくり総合支援事業、平成17年度から21年度までまちづくり交付金事業と、継続的に整備を行ってきた地区である。
　当地区の交流機能を強化することにより、アクセシビリティを一層向上させ、活力あるまちづくりを実現するほか、駅周辺の居住環境の向上させるため、秋田駅東第三地区、秋田駅西北地区の土地区画整理事業の整備を推進し、居住人口の増加を図る。

方針に合致する主要な事業
・整備方針１（秋田駅東西間の交流促進）
・第一期計画により、駅東西間の交流促進を図ったところであり、駅東西の一体的整備にむけて、駅西北地区の高度な土地利用を誘導するため、その基盤
整備となる土地区画整理事業を進める。

土地区画整理事業（基幹事業／秋田駅西北地区）
街路事業（関連事業／千秋久保田町線）

・整備方針２（健全な市街地形成と生活環境の向上）
・秋田駅東第三地区については、健全な市街地の形成を図るため、基盤整備となる土地区画整理事業を進める。

土地区画整理事業（基幹事業／秋田駅東第三地区、秋田駅西北地区）
街路事業（関連事業／明田外旭川線、千秋久保田町線）

・整備方針３（アルヴェと西口再開発エリア施設との連携による駅周辺の賑わい創出）
・アルヴェを拠点として、まちづくり意識への関心を高めるため様々な取り組みを行い、まちづくりの担い手となる人材の育成をめざす。
・秋田市中通二丁目バス停広場について、公共交通の利便性の向上を図るほか、多目的空間として活用することにより、地区内の商業施設の活性化や駅
東西間の交流機能の強化を図る。

高質空間形成施設（基幹事業／中通二丁目バス停広場にぎわい再生事業）
まちづくり活動推進事業（提案事業／まちづくり市民活動育成・支援事業）



交付対象事業等一覧表 3/5

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 秋田市 直 － 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 8.0 8.0 8.0 8.0

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

秋田市 直 45.5ha 平成５年度 平成42年度 平成22年度 平成26年度 8,372.0 2,448.4 2,448.4 2,448.4

秋田市 直 5.8ha 平成６年度 平成26年度 平成22年度 平成26年度 710.0 266.4 266.4 266.4

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 9,090.0 2,722.8 2,722.8 2,722.8 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

秋田市 直 － 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 2.8 2.8 2.8 2.8

－

秋田市 直 － 平成22年度 平成26年度 平成22年度 平成26年度 11.1 11.1 11.1 11.1

－

合計 13.9 13.9 13.9 13.9 …B
合計(A+B) 2,736.7

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
秋田市 国土交通省 45.5ha ○ 平成５年度 平成42年度 42,300

秋田市 国土交通省 5.8ha ○ 平成６年度 平成26年度 13,100

秋田市 国土交通省 L=120m ○ 平成19年度 平成28年度 1,734

秋田市 国土交通省 L=120m ○ 平成17年度 平成24年度 2,500

秋田市 経済産業省 ○ 平成21年度 平成21年度 12

秋田市 国土交通省 ○ 平成19年度 平成19年度 5

合計 59,651

公共下水道事業

東西連絡自由通路防犯監視設備整備事業 秋田駅東西連絡自由通路

雪生活支援事業 秋田駅周辺

土地区画整理事業 秋田駅東第三地区

土地区画整理事業 秋田駅西北地区

街路事業 千秋久保田線

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

まちづくり市民活動育成・支援事業 秋田市民交流プラザ 0.0

－

事業活用調
査

事業効果分析事業 － 0.0

－

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

住宅市街地
総合整備
事業

土地区画整理事業
秋田駅東第三地区 0.0

秋田駅西北地区 0.0

中通二丁目バス停広場 0.0

－

－

－

－

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,736.7 交付限度額 1,094.68 国費率



都市再生整備計画の区域

　秋田駅周辺地区第二期（秋田県秋田市） 面積 74.4 ha 区域
中通二丁目、中通七丁目、千秋久保田町、千秋城下町、手形新栄町、手形字山崎、手形字西谷
地、手形字中谷地、手形字十七流、広面字屋敷田、広面字高田、東通仲町

4/5

秋田駅西北地区土地区画整理事業 H6～H26

ＪＲ奥羽本線

秋田市中心市街地活性化基本計画区域

秋田駅周辺地区

秋田自動車道

ＪＲ

Ｒ13

Ｒ７

秋田県秋田市

秋田駅東第三地区土地区画整理事業 H5～H42

秋田駅周辺地区（74.4ha）

市役所

県庁

ＪＲ奥羽本線ＪＲ羽越本線

国道13号線

国道７号線

至秋田中央ＩＣ



区画整理区域等の居住人口 （　人　） 4,730 （H21年度） → 4,730 （H26年度）

秋田駅東口の歩行者通行量 （人/9h） 14,676 （H21年度） → 15,000 （H26年度）

拠点センターアルヴェの入館者数 （万人/年） 336 （H21年度） → 336 （H26年度）

　秋田駅周辺地区第二期（秋田県秋田市）　整備方針概要図

目標
駅東西間の一体的整備と健全な市街地形成による、魅力的で活力ある交流拠点

を目指したまちづくり

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業（区画整理事業）
秋田駅東第三地区土地区画整理事業

■基幹事業（区画整理事業）
秋田駅西北地区土地区画整理事業

○関連事業（区画整理事業）
秋田駅東拠点地区土地区画整理事業

□提案事業（事業活用調査）
・事業効果分析調査事業

○関連事業（街路事業）
千秋久保田町線

○関連事業（都市拠点：H11）
秋田駅西口広場人工地盤

○関連事業（都市拠点：H9）
秋田駅東西連絡自由通路

○関連事業（まち総：Ｈ12～Ｈ16）
秋田拠点センターＡＬ☆ＶＥ
秋田駅東人口地盤

○関連事業（街路事業）
明田外旭川線

□提案事業（まちづくり活動推進事業）
・まちづくり市民活動育成・支援事業

○関連事業 （まち総：Ｈ14）
秋田駅東西歩道橋東側昇降口

200m10050100

区域設定理由
県都秋田市の玄関口にふさ
わしい都市環境の整備等を目
的として、まちづくり交付金事
業（第一期計画）に引き続き、
整備を行う区域

○関連事業 （まち交：Ｈ20）
秋田駅東西歩道橋西側昇降口

○関連事業（まち交:H20）
秋田杉街並みづくり推進事業

○関連事業（地域活性化・経済危機臨時対策交付金：Ｈ21）
・秋田駅東西連絡自由通路監視設備整備事業

○関連事業（まち総：Ｈ15）
秋田駅東自転車等駐車場

□基幹事業（高質空間形成施設）
・中通二丁目バス停広場にぎわい再生事業

秋田市中心市街地活性化
基本計画区域

○関連事業 （まち交：Ｈ19）
雪生活支援事業
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